
はじめに 

 

クレオ大阪中央研究室においては、男女共同参画社会の実現をめざし、大阪市の男女共同参画施策

とクレオ大阪の各種事業に資するため調査研究を行っています。 

大阪市においては、平成 18 年４月から大阪市男女共同参画推進条例に基づく「大阪市男女共同参画

基本計画－大阪市男女きらめき計画－」に沿って、男女共同参画に関する施策を総合的かつ計画的に

推進・実施し、平成 27年度は 10年間の計画期間の最終年度となります。 

このたび、男女市民 4,000 名を対象にした男女共同参画をめぐる市民の生活と意識の現状を把握する

「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。 

この調査は、市民の意識や日常生活の状況の変化･動向を概観し、男女共同参画施策の推進に資する 

ことを目的に定期的に実施しておりますが、「大阪市女性の活躍促進アクションプラン」（平成 26年度～28年

度）や「大阪市男女きらめき計画」の後半期（平成 23年度～27年度）の重点的な取組みを進め、計画の目標

年度（平成 27年度）における数値目標の検証と新しい計画にむけた参考データとしてもご活用ください。 

本報告書が幅広く活用され、男女共同参画社会の実現に向けた取組みへの一助となれば幸いです。 

最後に、本調査研究の実施にあたり、ご協力いただきました市民の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

平成 28年３月 

 

 

大阪市立男女共同参画センター中央館(クレオ大阪中央) 
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